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	スライド 1: 蛍光ガラス（GB）線量計への変更に伴う 積算線量測定の線量表示法について   京都大学複合原子力科学研究所
	スライド 2: 天然の放射性同位元素による被ばく
	スライド 3: 熱ルミネッセンス線量計（TLD）と蛍光ガラス線量計（GB）の空間放射線測定値の違う理由と今後の線量表示法について
	スライド 4: 2023年度の熱ルミネッセンス線量計（TLD）と蛍光ガラス線量計（GB）の並行測定結果の比較（大地からの放射線＋宇宙線の総和で比較）。  概ね5％程度以下の違い。2024年度よりGBのみの測定に移行。

